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(論文審査の結果の要旨) 

 インターバル速歩は、体力向上、生活習慣病指標の改善、うつ改善に効果があることが明らかにされている。インターバル速歩トレー

ニングによって生じるゲノムの修飾に関する現象については、これまで明らかになっていない。張玉根はインターバル速歩トレーニングに

よりメチル化変化を示す遺伝子の同定を試みた。 

 熟年大学参加者 13 名を被験者として、インターバル速歩トレーニングを実施した。６ヶ月間インターバル速歩トレーニング後、合計運

動日数４０日を基準として、４０日未満の被験者を非運動群、４０日以上を運動群とした。インターバル速歩トレーニング前後の２回採血を

行い、採取した血液サンプルからゲノム DNA の抽出を行った。トレーニング前の DNA を Cy3、トレーニング後の DNA を Cy5 でラベルし、

ゲノムワイドのマイクロアレイ実験でメチル化変動する遺伝子をスクリーニングした。さらに別のインターバル速歩トレーニング被験者グル

ープについて、異なるメチル化測定法であるパイロシークエンス法を用い、マイクロアレイ実験からの結果を詳細に検証した。 

 その結果、張玉根は次の結果を得た。 

 

１． マイクロアレイ実験では、１３３個の遺伝子のメチル化がインターバル速歩によって変化することが分かった。この 133 個遺伝子につ

   いてオントロジー解析を行い、メチル化が変動した遺伝子を分類した。 

２． メチル化変動がプロモーター領域で生じている遺伝子を約８０個抽出し、メチル化の増減がエネルギー消費量に相関するか否 

   かについて解析した。エネルギー消費量と相関してメチル化が増強した遺伝子は HELT、BAT2、と NFκB2 であり、メチル化が減少

   した遺伝子は SLIT2、NKX2-5、TBX18 と EGR2 であった。 

３． NFκB2 のプロモーター領域に１７個のプローブを作成し、メチル化変動を調べたところ、その内９個の領域でメチル化がインター 

   バル速歩により増強した。さらに、その中で３つのプローブに対応する領域のメチル化の増強がエネルギー消費量と統計的に有意 

   に相関することが分かった。 

４． パイロシークンス実験で詳細に解析したところ、NFκB2 のプロモーター領域のメチル化が増強することを確認できた。 

 

 以上の結果より、インターバル速歩トレーニングによって NFκB2 遺伝子メチル化が増強することが分かった。NFκB2 遺伝子は炎症

のマスター遺伝子であることと、またエピジェネティックス解析結果を鑑み、インターバル速歩は抗炎症的効果をもたらし、健康を促進す

ると考えられた。この成果は、運動処方の効果をエピジェネティックスの側面から明らかにしたのみならず、疾患予防のための効果判定

に対する簡便かつ高感度な方法を示唆するものであり、今後、予防医学に貢献すると期待される。よって、主査、副査は一致して本論文

を学位論文として価値があるものと認めた。 

 


